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令和２年度大規模災害発生時廃棄物対策近畿ブロック協議会における

調査・検討事項及びスケジュール（案）

１．主な調査・検討事項

（１）近畿ブロックの府県等による災害廃棄物関連情報の整理

毎年度大規模災害発生時における近畿ブロックにおける広域的な災害廃棄物対策調

査検討業務において行っている調査・検討事項について、基本情報の補完（変更事項

の確認）を行う。

また、今年度新規に整理する事項として次の 3点を整理する。

・災害時における各種民間事業者との協定内容の整理と災害時における対応の手順の

作成

・公費解体に関する事業者数や費用などの状況把握と課題の整理（解体業組合、建設

業組合等の協力）

・災害廃棄物再生利用施設（再資源化事業者リスト）の整理

（２）大規模災害時の災害廃棄物処理ケーススタディーの実施

・南海トラフ巨大地震のケーススタディー

昨年度実施した結果を前提に、別途事業である「令和２年度 大阪湾圏域におけ

る大規模災害に備えた廃棄物処理業務継続のための計画、減災対策、連携協力体制

等の基本条件検討モデル事業」結果を参考にケーススタディーの継続調査を行う。

・上町断層帯地震のケーススタディー

直下型地震で近畿ブロック最大規模の被害が予想される上町断層帯地震のケース

スタディーを行う。このケーススタディーに当たっては、被害想定の条件が府県ご

とに異なっていることから、近畿ブロックを対象とした簡易的な被害想定を実施し、

当該結果をもとに、下記に示す項目について府県単位で推計することとし、可能な

範囲で市町村単位でも推計する。

・災害廃棄物発生量の推計 ・仮置場必要面積の推計

・処理可能量の推計 ・最適な処理期間及び処理スケジュール
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（３）他の地域ブロックとの連携の検討

行動計画の「今後の検討課題例」に示されている「近畿ブロックと他の地域ブロッ

ク間における具体的な受援/応援の方法」について、令和２年度は中部ブロック及び中

四国ブロックとの連携について検討を行う。検討課題の一例としては、各種様式、他

ブロックにまたがる広域輸送、（１）と同様の災害廃棄物再生利用施設に関する調査、

処理処分先等の検討、両ブロックに属している県境での発災時対応などを想定する。

（４）情報伝達訓練の実施

関係機関による迅速かつ正確な情報伝達に係る訓練を行う。訓練に当たっては、大

規模災害が発生した際の初動・応急対応期を想定し、令和元年度調査で作成した各種

報告様式の改善を行ったうえで活用し、電話、ファックス、電子メール等の手段によ

り関係機関への情報伝達を行う。

（５）行動計画の改定に向けた検討

行動計画（第 2版）記載内容の点検を行う。点検に当たっては、近畿ブロックの特

性に留意しつつ、環境省の災害廃棄物対策推進検討会の検討状況、最近起きた災害へ

の対応、上記（１）～（４）の結果等を踏まえ、行動計画のⅤ．行動計画の見直しに

掲げる留意事項を参考に、見直しの検討を行う際の基礎資料を作成する。また、ブロ

ック内の複数の自治体の災害廃棄物処理計画と行動計画の比較参照も行い、特徴や整

合性について整理し、課題を取りまとめる。

（６）人材育成事業

ア 災害廃棄物処理担当者（初任者）向け勉強会

イ 災害廃棄物対策に係るセミナーの開催

（参考）近畿地方環境事務所が予定しているモデル事業

・災害廃棄物処理計画策定モデル事業

・大阪湾圏域における大規模災害に備えた廃棄物処理業務継続のための計画、減災

対策、連携協力体制等の調査検討モデル事業
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２．スケジュール（予定）

月 調査等の事業 協 議 会 モデル事業

�

月

■他の地域ブロックとの連携の検討

■行動計画の改定に向けた検討

■情報伝達訓練の実施

■計画策定モデル

事業

■廃棄物処理業務

継続のための調査

検討モデル事業

�

月

・中部ブロック意見交換(1 回)

・中四国ブロック意見交換（1 回）

・府県 第１回ＷＧ（8 月）

・本年度の実施内容・進め方

・調査協力依頼 等

◆第１回協議会（ＨＰ上）

�

月

■災害廃棄物処理に係る調査

■南海トラフ・上町断層帯地震ケ

ーススタディー

�
�

月

・災害廃棄物処理に係る調査依頼

（変更確認→本省調査※）

・災害廃棄物処理担当者（初任

者）向け勉強会（10 月）

・府県 第２回ＷＧ（10 月）

（情報伝達訓練についてなど）

・政令市・中核市ＷＧ（10 月）

（仮置場に係るワークショップ）

�
�

月

�
�

月

・情報伝達訓練の実施

（12 月）

・政令市・中核市ＷＧ（12 月）

・推薦市町ＷＧ（12 月）

�

月

・中部ブロック意見交換(2 回)

・中四国ブロック意見交換（2

回）

・府県 第３回ＷＧ（2 月）

�

月

・セミナーの実施（2 月）

調査結果のとりまとめ

◆第２回協議会（2 月末ｏｒ3 月初旬）

・とりまとめ事項報告

・次年度の協議会の方針

�

月

・本年度報告書とりまとめ

※一般廃棄物処理事業実態調査（災害廃棄物処理対策取組状況調査）


